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目的 

近年の研究により，自閉スペクトラム症（ASD）を抱える

小学生は，抱えていない小学生よりも大きな不安感を感じ

ていることが報告されている［1］．ASD の特定に関して，

不安が強い状態において，その特性（他者とのコミュニケ

ーション力の低下や一定の物に対するこだわり等）は不安

が感じられてない場合よりも表出しやすいことから，ASD

を抱えている児童への不安を少なくする配慮は非常に大

切だと考えられる． 

一方，障害者雇用促進法が令和3 年より改正になり，障

害者の法定雇用率が引き上げられた（民間企業では

2.2%から 2.3%）．障害者の中には ASD を含む発達障

害者も含まれており，ASD を抱える社会人が増えること

が予測され，前述のように ASD を抱えていない人より不

安感が大きいことが予測される．さらに，ASD と診断され

ず，ASD 傾向がある人の報告もある［2］． 

以上のことから，本研究では20歳以上の社会人を対象

に ASD 傾向と不安感の関連を調べることとした．さらに，

不安感の強さに関連があると考えられる孤独感と精神健

康度についても調べることとした．本発表では，調査の途

中経過を報告する． 

 

方法 

横断研究として，20 歳以上の社会人12 名（性別および

ASD の有無を問わない）を対象とし，無記名アンケート

（調査用紙）調査を行った．使用する調査用紙は，ASD 傾

向では自閉症スペクトラム指数AQ 検査日本版（AQ），不

安感では C.A.S.性格検査（CAS），孤独感では日本語版

UCLA 孤独感尺度第3 版（UCLA）［3］，精神健康度では

GHQ 精神健康調査 世界保健機構版GHQ12 検査

（GHQ12）を用いる．AQについては，算出した得点により

25 点以下，26 から 32 点，33 点以上の 3 群にわけ，不

安感，孤独感，精神健康度の関係を調べた．なお，本研究は

産業医科大学研究倫理委員会の承認を得て行った． 

結果と考察 

 AQ の得点分布では 33 点以上の被験者はいなかった．

そのため，2 群（A 群：2５点以下5 名，B 群：26 から 32

点7 名）間での CAS，UCLA，GHQ12 の差をスチュー

デントの t 検定で調べたが，有意差（p = 0.05）は認めら

れなかった．さらに，2群間でCASおよびGHQ１２のカッ

トオフ値未満と以上の人数をフィッシャーの正確確率検定

で調べたが，有意差（p = 0.05）は認められなかった． 

続いてAQおよびCASの下位項目も含め，全体と群内

でピアソンの相関関係を調べた．その結果，相関関係が認

められた項目を表1 に示す．相関関係については，A 群の

UCLA，と GHQ12 の負の相関が認められたが，B 群で

は相関は認められず，ASD 傾向を抱える人と抱えない人

で違いが認められた．さらに，下位項目でもいくつか相関

が認められた．ただし，今回は被験者数が少ないことから，

今後は被験者を増やし検討を行っていく． 

表１ 相関が認められた質問紙と相関係数 

質問紙

AB両群(n=12) CAS・GHQ 0.74

A群のみ(n=5) UCLA・GHQ -0.88

B群のみ(n=7) CAS・GHQ 0.82

相関係数
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